
 

 

 

 

 

 

 

おにぎりアクションってなぁに？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おにぎりアクションは、TABLE FOR TWO が取り組む、活動の一つです。おにぎりの写真を撮り、

SNS に＃OnigiriAction とともに発信することで、アフリカ・アジアの子どもたちへ給食を届けよう！

という活動です。SDGｓの「飢餓をゼロに」の目標達成に向けた取り組みでもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界と日本と本校の食料事情を知っていますか？？ 

世界の食料事情について、「飢餓」問題が大きな問題であることを学びました。２０１８年には９人

に 1人が飢餓状態にあり、新型コロナウィルスが流行した 2020年には、アフリカ人口の５人に 1

人以上が栄養不足であること、また、世界で３０億人が「値段が高い」という理由で健康的な食料

を手に入れられない状況があるということを学びました。食べ物があふれる日本では考え難いこと

かもしれませんが、これが世界の現実です。 

日本ではどんな食の問題があるのか、というと「食品ロス」が問題となっています。 

「１日ひとりおにぎり１個分」の食料が捨てられ、年間２７００万トン以上の食料が捨てられている

のが現実です。他にも、農家の減少による食料生産の問題もあります。食が豊かな日本でも問題は

あるのです。 

  本校の食の問題はというと、給食を食べる人が少なく、毎日２０食程度の食事が食べられないま

ま廃棄されます。この食事があれば世界や日本で何人の方が飢餓や栄養不足で悩まなくてよくなる

のでしょうか。 

「明るい食の未来」にするために、私たちができることは何かを考えました。「食事は残さず食べ

る」「必要量以上の食品を購入しない」「地域で採れた食材を購入する」「給食を食べにくる」など

など、それぞれに考えてくれました。 

  この日くらいは、廃棄ご飯を「０」にしてみようとご飯を食べやすいようにおにぎりにしてもらい、お

にぎりアクションに取り組みました。普段、給食を食べないみんなもおにぎりを食べてくれました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０2１.11.１９ 

唐津商業定時制 

保 健 室 

 だんだんと冬が近づき、日も短くなってきました。今の時期の暖かくて穏やかな天気のこ

とを「小春日和」といいます。小春日和に紅葉を見ながら季節を感じるのもいいですね。 

また、これからの時期は空気が乾燥し、ウィルスが活発に活動し始める時期でもあります。

たっぷり睡眠、栄養バランスの良い食事、適度な運動で免疫力を高めましょう。 

 
１１月５日（金）おにぎりアクション・給食廃棄ご飯“0”チャレンジを行いました！ 

ニンジンご飯をおにぎりに！ 

美味しく、楽しく

OnigiriAction 

(^0^)(^0^) 

命名 

おにぎりくん 
引用・参考：おにぎりアクション HP、ハンガーフリーワールド HP、ユニセフ HP 



おにぎりアクション・給食廃棄ご飯“0”チャレンジを終えて 

 

１．今日の「おにぎりアクション・給食廃棄ご飯ゼロチャレンジ」はどうでしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今日のお話の中で、世界の食料事情について、どう感じましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

３．今日のお話の中で、日本の食料事情について、どう感じましたか？ 

 

 

 

 

  

 

 

 

４．今後、給食を食べようと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

５．来年度以降も、おにぎりアクションの取組を本校で行うことについてどう思いますか？ 

 

6．今後、食の未来を明るくするために、あなたがやっていこうと思うことはありますか？ 

 

 

①とても楽しく参加

できた

45%
②楽しく参加できた

30%

③普通

25%

④楽しくなかった

0%

①とても興味を

持った

45%②興味を持った

40%

③あまり興味を持てなかった

15%

④まったく興味を持てなかった

0%

①とても興味を持った

35%②興味を持った

55%

③あまり興味を持てなかった

10%

④まったく興味を持てなかった

0%

①今までと変わら

ず食べようと思う

35%②今までよりも回数を増

やして食べようと思う

65%

③食べようと思わない

0%

①来年度以降も、積極的に行っ

てよいと思う

40%
②来年度以降も、行ってよいと思う

60%

③行わなくてよいと思う

0%

①食事を残さず食べる

26%

②給食を食べにくる

18%

③おにぎりアクションに参加する

11%

④おにぎりアクション

を広める

6%

⑤地元の農家さんの野

菜などを購入する

3%

⑥地元の食材を使って料理をす

る・してもらう

6%

⑦食べられる分だけ

食品を購入する

17%

⑧野菜を作ってみる

（家庭菜園）

4%

⑨クラウドファンディングなど

で農家を応援する

3%
⑩食品ロスの状況につい

て調べてみる

5%

⑪食に関する講演会などに

参加してみる

1%

・みんなと食べられて楽しかった。 

・おにぎりがおいしかった。 

・子どもたちに給食が届いてほしい。 

・食べられない人がこんなにもいるん

だと思った。 

・ご飯を食べられない人がアフリカに

たくさんいることに驚いた。 

・食べ残しを少なくしようと思った。 

・日本で捨てられる量に驚いた。 

・廃棄量が多く、これからどんな取り

組みをされるのか気になった。 

・日本で生産されたものを食べようと

思った。 

「今までよりも回数を増やして食べよ

うと思う」と回答してくれた生徒が多

かったことは、とても嬉しかったです！ 

給食室で待っています（＾ｖ＾） 
これだけたくさんのことを「やっていこう」と思ってくれた皆さんの食の未来は明るいものになるで

しょう。毎日の食事、これまでの食事をもう一度振り返ってみて、今自分にできることから始めてい

きましょう！！ 


